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留学生を含む異なる分

野(理学、工学、理論、実

験)に所属する学生が

10人程度のチームとな

り共同作業。

チーム編成 最終報告

提案書報告会

提案書作成

試作

設計

衛星環境試験

振動試験

熱真空試験装置

超小型衛星で実現した

いことや実現方法の調

査・議論を重ね、自分達

のミッション提案をまと

める。

自分達で製作した搭載機器が

打ち上げ時の振動や宇宙での

熱環境に耐えられるか試験。

熱真空試験

ChubuSat実践プログラムの概要
　理学研究科と工学研究科の学生が一緒にチームを組んで、自主的に独自の超小型衛星ミッションの提案

や1号機の新たな活用方法を提案し、試作機の製作、試験によって実証する。提案書の作成から、設計・

試作・本格的な衛星環境試験までを、博士後期課程1年の1年間をかけて実践する。ChubuSatへの搭載を目

指した機器の開発を体験することで、人工衛星機器開発に関わるすべての側面を経験し、失敗しながら学

ぶことができ、宇宙開発や次世代産業のリーダーに必要となる能力を養成する。

ChubuSatの概要
　ChubuSat衛星は、名古屋大学・大同大学・中

部地方のの航空宇宙産業中小企業連合体が産

学協同で開発した超小型衛星である。人工衛星

の費用を下げることで宇宙への敷居を下げ、

民需による宇宙利用を開拓することによっ

て、中部の航空宇宙関連産業を活性化するこ

とを目指す。

　Ch u b u S a t - 1は、重さ約50k g、一辺約

50cmの立方体形状で、東京理科大学の木村

研究室が開発した可視光カメラ及び市販の赤

外線カメラを搭載し、地表面の可視光画像と温

度分布の同時撮影、宇宙ごみの観測、隔離され

た施設の稼働状況の確認や、災害発生時の遠

隔モニタ等を目的としています。また、一般のア

マチュア無線ユーザに対するメッセージ中継

サービスも提供します。
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